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沿岸資源調査

 この調一己は1昭和28年以1碓暉の金託事業として継続一実施している。調赴1井j貝は山毎区水研の指示

 により実施し,その資料は西水研に送付している。ここにu糾]36年4月～57年3月までの調査

 概要を.記す。

 調査i衣眼先並びに調度旭当者は下記のとおりである。

 。局庄担当老一担出棺。上野茂、川上市正、坂J〔節子

 ■j1鉦地漁業1虫類訓畦内容

 鹿1足.島港東支那毎サバ挑釣漁港調生魚体側走

 近海サパ大坪ぬ.蟷釣,軌i木測定

枕崎港片手巾着絹一漁港凋虹魚;本測定

 力一服=・港↓胞曳{拍}魚港淵査三シ'ラス♪和反

洲色結果

 1.鹿児、島入港の東海サバ跳釣淵自三

 ・表1.に昭和32年以峰の鹿児島λ港十バ挑釣隻数とその水揚量を示した。

 束侮サバの漁獲吐は初集度州淋]52年を岐=島にj茎年減少し,35宰に激減,36隼はさらに之

 にわをかけた実像幼船は→時的な俸覚絹船を含めて13隻.常時操業船は実に5隻という一衰微ぶ

 りで入港船数で最盛時の7%.水揚高では5%を示した。

 漁場は4月以降終漁則までは魚釣.島近海で一集中操・業し,初漁湖の11月～1月にかけては東海

 中音1壬の農林534一区を中心として凍・業し.3月以降.敏釣島西力で操業している。

 月別漁維状況は表2に示した。

 2.東海ゴマサバの.1、引水網査

 ,籔体測定を実施した教は758毫内精密測定を行ったのか688塔である。

 調査の項目は体長(FL)体重,神経問1梯数の算定.生殖腺重量測定.卵熟度の外部観察,耳石

 の採販である。

 1、体長組成

 はね釣で漁艘されたサバ州木長測定はんいは265～365価πで内大部分ばる00～335珊皿の

 はんいにある。

 (表ろ)

 36年4月～6月の測定魚は魚釣,島近海で漁獲されたもので4月に330別冊にあったモiドは

 終漁期の5～6月には300～310㎜にモード位置が下り全般的に小型化が目立った。

 昭和36年11月の初漁期から2月にかけては漁場は主に東海中都の534区午集中されたが
 副期の魚庫は325刑叱モードがあって以後徐々に小型化の傾向を示し.漁場が魚釣.島へ移動し

 てから330刑πにモードのある中型群に変った。

2)卵熟度

 卵軌度外部観察による階級を雄1では未熟,中熟、完熟,放卵慶の4段階に.雌では未熟,中

 熟,完挑、放卵中,放卵.菱の5』描級に分けそれそれの桔崇を表4に示した。

 調在の結果は11月～12月の測定分け全て未熟卵で1月上旬に中払卵をもち1月中吉」には完熟

 卯か認められた。この時放〃中のし`jも上二=,り以後6月の終'プ並一期まで放一1」中りも11)は地」うた。

一%一



 ハ近海ゴマサバの勿体調壷

 東海ゴマサバの11≡舳要頓に基いて390尾(内精密測定291騎の測定を実施した。(表5,

 6ジ:1機1夏填は天秤的,巾着網.八田網の3陸で娩業棲類によって魚体長さに欠きたひらきが
mπ

 あり天幣ヨ(主に屋久島近海、で265～400.巾着網(甑島.鰹子島近海〕で200～425

 冊捌、へ出絹(鹿勉島湾内、で190～235用πと次りている。
 近海ゴマサバの卵熟度,外部観察は東海サパと同じ階級で行い表6に示した近経ゴマサバの完

 熟卵出現は2月上旬にみられ放卵は5月初旬(36年〕にみられた。

 4、枕崎港の片手巾着網調ξと魚体測定
111漁港調査

 昭和36年4月から3フ年3月までの枕崎港における片手巾着網による水揚は表7に示し

 た。末年度は昨年度より入港船.水揚高とも約半滅している。魚臨別にみるとマアジ壮昨年

 の倍た増加しているがウルメ.サバの減少が国立。ている。これは漁場として7ジ類の多い

 甑島野間岬の沖合での操業が多く一カサバ.ウルメ等の漁獲される性多塒沖合での操業が活

 発に行われたか。たためと思われる。

 ω魚体調査

 主に近海ゴマサバを測定しているが測定要項は東海サパと同じである。結果は表8.9に.

 示した。

 5)方性地曳網の漁港調査

 万出地曳網の現有勢力は8統で従来夏季を除いて操業されカタクチイワシのカエリシラスは

 11月から3月他の月は中小型魚を漁獲していたカ昨年末.野間岬沖合での'本釣(カツオ等)

 に従事する船が増加し,このためへ手不足に落入り主要時期以外は殆んど休漁状態である。

 漁獲量=も昨年より半減しており(表10)この状態は犬蟄の漁群来遊でもたいかぎり改められ

 そうもない。(担当老川上市正、

 表1年別鹿児島λ港胎教と水揚高

     ＼

     各。入港船%水湯量k9%
     321.00610024,573.悩100

     339389ろ19583,95079

     345475410,515,67142

     35144142,442、肥59

     367671.化96905

 表2夷紐サパー銚釣漁港調査表(鹿児.畠港〕

   月入港船数サバ水揚量脇

   召6-41114兄409

   517408.470

   66123.528

   7o

   80

   90

   100

   110

   12133ア5石55

   3Z116202,219

   2314,630

   310195779

   針ア61-46%90
   '一


